
ぎふ経済レポート

令和３年７月分

岐阜県商工労働部

※企業等へのヒアリングは ７月２６日～２８日を中心に実施し、８月１１日時点で作成。



見通し

見通し

景気動向
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○５月の景気動向指数（一致指数）は、８７．４で
前月比０．８ポイント上昇した。

○６月の県内中小企業の景況感は、▲２８で前
月比１３ポイント上昇した。

全国6月▲31.4

岐阜6月▲28

全国5月92.1

岐阜5月87.4
製造業 ▲12.7

非製造業 ▲37.9

製造業 ▲2.3

非製造業 ▲24.6

○７－９月期の景況ＤＩ見通しは、製造業で８．４ポ
イント、非製造業で３．７ポイント上昇した。

○同売上高ＤＩ見通しは、製造業で▲３．７ポイン
ト、非製造業で▲９．４ポイント低下した。



製造業
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 中国及び北米向け輸出は好調を維持しており、売上はコロナ前の対前々年度比で１０～１５％の増加を見込んで
いる。以前であれば生産の繁忙期は国内需要に沿った３月と７月だったが、近年は海外輸出の割合が増えたこと
で年間を通して繁忙期が平準化されつつある。（輸送用機械）

 工場全体の稼働率は８割程度であるが、工作機械部門が上向きつつある。（生産用機械器具）
 ８月から生産が増加に転じる見込み。（生産用機械器具）
 海運に関してコンテナ不足や遅延等の影響が出ており、今後業績に影響が出る可能性がある。（輸送用機械）
 建設機械関連は中国国内の建設機械需要の落ち込みが顕著になり、輸出が急減し始めた。（生産用機械器具）
 中国向けの建設機械の低迷をアメリカ・ヨーロッパ向けの輸出でカバーしている。（生産用機械器具）

現場の動き

○５月の鉱工業生産指数（季節調整済）は､
１０２．１で前月比▲３．０％と低下。

○主な産業の前月比では、化学工業とプラスチッ
ク製品工業のみ上昇し、多くの産業で低下した。

○５月の主な産業の指数は、化学工業で前月比
４０．０％、プラスチック製品工業で同０．７％と上

昇したものの、輸送機械で同▲１５．４％、鉄鋼業
で同▲１２．２％、電気機械で同▲１０．８％、金属
製品で同▲９．０％、はん用で同▲７．６％、非鉄
金属で同▲５．４％と低下した。

岐阜5月102.1

（※新型コロナウイルスや半導体関連、原材料価格の影響はＰ６にも掲載）

全国5月93.5



製造業－２
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 長良川沿いのホテルの稼働率は少しずつ回復傾向にあると聞くが、周りの方へお土産品を渡すことに抵抗を感
じられる方も多いようであり、お土産品の売上は伸びていない。（食品）

 お中元ギフトの売上が落ちている。（食品）
 新型コロナウイルスの感染拡大を受けてハウスメーカーの催事が中止となっており、新築住宅の購入者用に販
売する家具の売上が減少している。（木工）

 なかなか新しい手を打てない。自社サイトを設けてネット販売を始めたが、検索で上位表示されるのは大手サイ
トであるため、サイト運営の難しさを感じている。（繊維）

 消費が低迷しており、全国のバイヤーも足を止めている状況にある。（繊維）

○５月の地場産業（刃物を除く）の鉱工業生産指数は、家具で前月比４．９％、窯業・土石で同３．９％、
パルプ・紙で同１．５％と上昇したものの、食料品と木材・木製品で同▲１２．６％、繊維工業で同▲
８．３％と低下した。

現場の動き （※新型コロナウイルスや半導体関連、原材料価格の影響はＰ６にも掲載）



輸 出（名古屋税関管内）

○６月の輸出額（全国）は､７兆２，２２０億円で前年同月比４８．５％増加した。

○６月の輸出額（名古屋税関内）は、１兆７，７６１億円で前年同月比８４．６％と増加し、４ヶ月連続で
前年同月を上回った。

○中国向けは、全体で前年同月比１５．６％増加した。その内、電気機械で同２９．０％、 輸送機械で
同３．９％増加し、一般機械で同▲７．１％減少した。
アメリカ向けは、全体で前年同月比１２９．６％増加した。その内、輸送機械で同１４３．０％、電気機
械で同１２１．３％、一般機械で同１１３．０％増加した。

4資料：財務省「貿易統計」



設備投資

○７－９月期の設備投資実施ＤＩ見通しは前期比▲０．５ポイント低下、設備投資意欲ＤＩ見通しは同
５．８ポイント上昇。設備投資実施ＤＩ見通しの目的別では、 「合理化・省力化」で同１．１ポイント上
昇し、「補修・更新」 で同▲２．２ポイント、 「生産能力拡大・売上増」で同▲３．４ポイント低下した。

 工場屋根に太陽光パネルを設置し、発電を開始した。（輸送用機械）
 今期末に航空部品用の製造ラインを新設する予定。（輸送用機械）
 新たに導入した設計システムの稼働状況が良好であるため、追加の投資を検討している。（生産用機械器具）
 昨年と同様、補助金を活用して設備投資を行いたい。（紙）
 紙媒体での広告を電子化するため、小型のサイネージを複数台設置する予定。（商業施設）

 取引先では、ウッドショックによって資材の入荷の見込みが立たないため、設備投資に影響が出ている。（金融
機関）

現場の動き
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（※新型コロナウイルスや半導体関連、原材料価格の影響はＰ６にも掲載）

見通し

見通し



6

 カーボンニュートラルなど環境に優しい事業は、業績の回復が早い。（輸送用機械）
 出来る限り控えていた海外出張を再開した。（生産用機械器具）
 巣ごもり需要の影響で業績は好調。（刃物）
 自動車製品製造は、受注が増加しつつあるが、航空機部品製造は売上が４割減少している。（輸送用機械）
 新型コロナウイルスの感染が拡大している東南アジアの工場稼働率が芳しくない。（電気機械器具）

 顧客は半導体不足により全体の生産を落としているため、半導体を扱わない当社もその影響を受けて売上は
前月比で減少したものの、工場の稼働率は維持している。（電気機械）

 半導体不足により大手自動車メーカーが工場の休止を発表しており、当社も受注が減少しているが、半導体工
場の復旧に向けての動きは着実に進んでいることを勘案すれば、９月までには十分巻き返せると判断してい
る。（輸送用機械）

 当社が製造に関わる自動車の車種は半導体不足による減産の対象ではないものの、今後の影響が懸念され
る。（輸送用機械）

 大手自動車メーカーが工場を休止したため、当社も一部部品の製造を停止した。今後もさらに影響が出る見込
み。（輸送用機械）

 半導体不足の影響が自動車以外の分野にも波及しており、年末まで不足の状態が続く見通し。（生産用機械
器具）

 原材料のアルミ価格の高騰が続いているが、生産が滞ってしまうほどではない。（輸送用機械）
 原材料の調達コストを抑えるため、大手自動車メーカーはグループ会社が必要とする原材料をまとめて調達しよ
うとする動きがある。（輸送用機械）

 鉄等の原材料は昨年１０月から値上がり傾向が続いており、製品売価への反映ができるよう顧客との交渉を進
めている。（生産用機械器具）

 市場での鋼材の値上がりを受け、今月から来月にかけて徐々に製品の値上げを行う。（非鉄金属）
 鋼材は過去に例のない価格上昇幅となるなど、昨年に比べ原材料が大幅に値上げされており、収益面を大きく
圧迫している。（輸送用機械）

製造業関係における新型コロナウイルスの影響について

半導体不足の影響について

原材料価格について



＜ウッドショックの影響も含む＞
 契約数は対前年比で１０％程増加している。契約数が少なかった昨年から、少しずつ回復しているのではない
か。（工務店）

 木材は不足している。７月は特に飛騨や東濃で降雨日が多く、木材の搬出に影響が生じたことも要因の一つと
みている。（組合）

 木材価格の高騰がいつまで続くのか、先が見通せない。（木材加工）
 毎週、原材料価格の相場が変動しているため、資金繰りが厳しい。（組合）

住宅・建築投資

○４－６月期の非居住用の建築着工床面積は、
サービス業用で前年同月比▲７．６％と減少した
ものの、商業用で同２８２．４％、鉱工業用で同
８０．８％と増加し、全体として同９３．９％と増加
した。

○６月の住宅着工戸数は、前年同月比２５．２％ と
増加した。

○貸家で前年同月比２８．７％、分譲で同２４．９％、
持家で同２４．２％増加した。

現場の動き
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公共工事

○４－６月期の発注者別の公共工事請負金額は､市町村で前年同期比▲２７．６％と減少したものの、
国で同１１９．３％、独立行政法人等で同１０９.１％と増加するなど、全体で同３７．５％増加した。

○県内建設業の７－９月期の受注量ＤＩ見通しは前期比２．７ポイント上昇したものの、同採算ＤＩ見通
しは同▲０．６ポイント低下した。

 発注量が前年同期と比べると若干少ないように感じる。
 鉄筋、鋼材、合材の価格高騰が著しい。
 技術者、技能者共にフル稼働の状態であり、人材不足に変わりはない。（以上、建設）

現場の動き
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見通し 見通し



 週末を中心に来店客数が回復傾向にある。（各務原市内商業施設）
 ７月に入って気温が上昇したため、飲料系商品の売上が大きく伸びた。人出が回復していることを受け、陳列商
品を変更する予定。（岐阜市内スーパー）

 昨年は不調であった衣料品が今年は売れている一方で、昨年よく売れた清掃関連の商品は売れなくなった。大
垣市内商業施設）

 購買目的以外の来館者が減少している。（岐阜市内商業施設）

個人消費（流通・小売）

○６月はドラッグストアで前年同月比３．０％、百
貨店・スーパーで同１．５％、コンビニで同
０．６％と増加したものの、家電大型専門店で
同▲２４．２％、ホームセンターで同▲１０．８％
と減少し、全体では同▲２．０％と減少した。

現場の動き
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○６月の新車販売台数（除く軽）は、前年同月比
８．７％と４ヶ月連続で前年同月を上回った。軽

自動車は同▲２．８％と７ヶ月ぶりに前年同月を
下回った。合算では同４．５％と、９ヶ月連続で
前年同月を上回った。



 厳しい状況は続くが、先月より人出は増えている。和菓子店の売上は前年同月比で６４％増加。昨年から開始した
オンライン販売が好調。着物販売店の売上は前年同月比で３０％増加。まん延防止等重点措置が解除されてから
イベントが少しずつ再開しており、着物需要も戻りつつある。（以上、柳ヶ瀬商店街）

 日用・雑貨店の売上は前年同月比で▲２０％減少。時短要請の解除後に飲食店からの注文が多少入ったものの、
法人向け商品の注文が激減している。（大垣市商店街）

 家電販売店の売上は前年同月比で▲２８％減少。半導体不足により一部商品の品薄が続いている。（高山市商
店街）

 酒類販売店の売上は前年同月比で１０％増加。大きな宴会が少なく卸売部門の回復が弱いものの、家飲みが増
えており店頭での小売りが好調。（多治見市商店街）

個人消費（流通・小売）－２

現場の動き

○７－９月期の売上高ＤＩ見通しは、飲食店で前期比▲２６．６ポイント、サービス業（余暇関連）で同
▲２６．１ポイント、小売業で同▲２１．４ポイント減少した。

○同じく販売価格ＤＩ見通しは、飲食店で前期比６．７ポイント、サービス業（余暇関連）で前期比６．６
ポイント上昇し、小売業で同▲１０．７ポイント減少した。

10

見通し

見通し



観 光

○６月の主要観光施設における外国人宿泊者
数は、前年同月比で▲５４．５％と２ヶ月ぶりに

減少に転じ、コロナ前の前々年同月比では
▲９９．９％となっている。

11

○主要観光地における６月の観光客数は、 前年
同月比▲９．０％、コロナ前の前々年同月比で
は▲３７．５％となっている。主要宿泊施設にお
ける宿泊者数は、前年同月比３．７％と増加し
たが、前々年同月比では▲８１．７％となってい
る。

 ７月の４連休を中心に、週末の予約に動きが出始めた。（岐阜市、高山市、郡上市内の宿泊施設）
 ７月中旬から始まった“ほっと一息、ぎふの旅”県民割引キャンペーン（８月１日に第一弾の販売終了）に期待して
いる。（岐阜市、多治見市内の宿泊施設）

 ７月中旬まで平日は休館、休日のみ営業している。（郡上市内の宿泊施設）
 新卒や中途、国籍を問わず、正社員の雇用を中心に求人を行う予定である。（岐阜市、多治見市、下呂市の宿泊
施設）

 雇用調整助成金が続く限り、現況の雇用を維持していきたい。（高山市内の宿泊施設）
 ビジネス利用の客層が多く、観光目的の客層はまだまだ少ない。（高山市、多治見市内の宿泊施設）

現場の動き



資金繰り

○６月の岐阜県貸出金残高は、３兆３，２６７億円で前年同月比０．６％とプラス基調が続く。
○６月の制度融資実績は、金額が３，２４４百万円で前年同月比で▲９４．８％、件数は２６５件で同
▲９２．８％と、いずれも２ヶ月連続で減少した。

○従業員規模別は、５人以下の事業所が全体の６１．４％を占めている。

 コロナ前と比較して、融資の実行が少ない。実質無利子無担保融資で当面の運転資金を調達済みであることや
事業自体が停滞していることが要因として考えられる。

 信用保証協会の保証付き融資については、実行額よりも回収額が増え、保証付き融資の残高が減少している。

 取引先からは、コロナにより収益が落ちている中で、原材料価格の高騰に加えて最低賃金の引上げもあり、経
営が苦しい、といった声が聞かれた。（以上、金融）

現場の動き
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見通し

借入難易感ＤＩ

資金繰りＤＩ

○７－９月の資金繰りＤＩ見通しは▲２０．０で、前期比▲０．８ポイント低下した。同借入難易感ＤＩ見
通しは▲４．９で、 同▲６．６ポイン ト低下した。

○４－６月期の主要資金別新規制度融資実績は、経済変動対策資金で前年同期比▲６０．２％と２
期連続で減少、返済ゆったり資金で同▲６８．３％と４期連続で減少、元気企業育成資金は
同４９．６％と２期連続で増加となった。

○６月のセーフティーネット５号保証承諾実績は、件数が１０件で前年同月比▲１８８件減少、金額
は２９０百万円で同▲２，８９７百万円減少した。

○６月の事故報告(保証協会付融資３ヶ月以上延滞)状況は､件数は５６件で前年同月比▲２５．３％減
少、金額は５２５百万円で同▲１５．６％減少した。

資金繰り－２
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倒 産

○６月単月の倒産件数は前月比１件減少の６件、負債総額は前月比２１０百万円増加の２，４３０百
万円となった。

○１月から６月までの累計倒産件数は４４件となり、前年同期の７３件から２９件減少。累計負債総額
は１２，９０２百万円となり、前年同期の７，４４３百万円から５，４５９百万円増加で推移した。
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 ７月１２日以降、東京都では約１ヶ月半の予定で４度目の緊急事態宣言に移行し、首都圏３県と大阪府が対象のま
ん延防止等重点措置は延長された。東海３県ではまん延防止等重点措置は解除されたものの、飲食店や酒類販売
会社などを含めた関連業種の厳しい事業環境はしばらく続きそうだ。

 ダメージを受けた企業への金融支援策は継続するが、事業環境が回復しないままコロナ融資の返済がスタートする
企業も出始め、過剰債務の問題も浮上している。息切れや事業継続をあきらめ破たんに至るケースも目立ち、全倒
産に占めるコロナ関連の割合が高まっている。

専門機関の分析（東京商工リサーチ、７月１５日時点）



雇 用

○６月の有効求人倍率は１．３９倍と、前月比
０．０３ポイント上昇した。

○６月の新規求人倍率は、２．４８倍と
同０．０６ポイント上昇した。
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 定年を６５歳まで延長するため、当面は人材不足が解消される見通し。（輸送用機械）
 近隣企業の早期退職者を対象とした人材紹介を活用して採用活動を行う。（生産用機械器具）
 人手が不足しており、特に管理職の残業が増加している。（輸送用機械）
 システムを担当する人材を探しているが、うまくマッチングしていない。（輸送用機械）
 人材に余剰感がある。自動車製品製造へ人員を再配置するなど、部署間で調整をしている。（輸送用機械）
 雇用調整助成金を活用し、何とか雇用を維持している状況。（陶磁器）
 当面の間、採用の予定はない。（岐阜市内の宿泊施設）

○６月の雇用保険受給者人員は､前月比
６．４％と増加した。

○有効常用求職者は､４０代のみ前年同月比で
増加した。

現場の動き

資料：岐阜労働局「一般職業紹介状況」



雇 用（職業別）

○有効求人倍率は、建設・採掘で９．１０倍、介護
関連で４．２４倍、サービス職で２．９６倍、販売

職で２．６５倍など、引き続き人手不足の状況は
続いている。

○一方で、事務職の有効求人倍率は０．５１倍に
留まり、求職者のニーズと、求人側のニーズのミ
スマッチが続いている。
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○６月の主要産業別の新規求人数は、輸送用機
械で前年同月比１０１．６％、プラスチック製品で
同８３．０％、金属製品で同６４．１％、繊維工業
で同６３．４％、電気機械で同６２．７％、窯業・土
石製品で同６１．３％、はん用機械で同４６．４％
と増加し、生産用機械で横ばい、食料品製造で
同▲０．７％と減少した。

資料：岐阜労働局「一般職業紹介状況」



＜ハローワーク高山＞
◆求人者数はやや減少、求職者数は減少。
◆雇用保険受給者数は減少。

＜ハローワーク恵那＞
◆求人者数は横ばい、求職者数は減少。
◆雇用保険受給者数は減少。

＜ハローワーク関＞
◆求人者数はやや増加、求職者数は横ばい。
◆雇用保険受給者数は横ばい。

雇 用（地域別）
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＜ハローワーク岐阜＞
◆求人者数はやや減少、求職者数は横ばい。
◆雇用保険受給者数は横ばい。

＜ハローワーク大垣＞
◆求人者数は横ばい、求職者数はやや減少。
◆雇用保険受給者数は増加。

＜ハローワーク多治見＞
◆求人者数、求職者数は横ばい。
◆雇用保険受給者数は減少。

＜ハローワーク美濃加茂＞
◆求人者数はやや減少、求職者数は減少。
◆雇用保険受給者数は減少。

＜ハローワーク中津川＞
◆求人者数は増加、求職者数は減少。
◆雇用保険受給者数は減少。

＜窓口の様子＞※前月比
◆全てのハローワークで混雑傾向は見られなかった。

現場の動き（前月比）

○６月の主なハローワーク別の有効求人倍
率は、多治見を除き、多くのハローワーク
で上昇した。



＜大学へのヒアリング＞
 ２２卒生からの相談はかなり多く、前年同時期と比較しても増加している。２３卒生からの相談も増加。
 ２２卒生の内々定は６６％。前年同時期が５３％、前々年は７１％であり、コロナ前の水準に戻りつつある。
 企業からの求人は従来と変わりはない。（以上、岐阜県内大学）
 対面、オンライン、電話、メールで学生からの相談を受け付けている。
 大学に訪れる企業が増えてきた。
 留学生を対象とした求人が減って困っている。（以上、愛知県内大学）

雇 用（大学・短大新卒者の就職）

○岐阜県の令和３年３月末時点の大学・短大卒業者（令和３年３月卒業）の就職内定率は、
９７．０％であり、前年同時点と比べ０．６ポイントと上昇 した。

○全国の令和３年４月１日現在の大学卒業者（令和３年３月卒業）内定率は９６．０％であり、 前年同
時点と比べ▲２．０ポイントと低下した。
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現場の動き（２０２２卒の動きなど）



雇 用（高校新卒者の就職）
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○岐阜県の令和３年３月末時点の高校卒業者（令和３年３月卒業）就職内定率は９９．９％であり、前
年同時期と同水準となった。

○全国の令和３年３月末時点の高校卒業者（令和３年３月卒業）就職内定率は９９．１％であり、前年
同時期と比べで▲０．２ポイント低下した。



雇 用（完全失業率等）

○全国の６月の完全失業率は２．９％で前月比▲０．１ポイントと減少。岐阜県の１－３月期の平均は
１．７％で前期比０．１ポイントと上昇。

○５月の現金給与総額は、調査産業計で前年同月比▲０．５％と減少、製造業で同２．３％と増加。
○５月の実質賃金増減率は、３０人以上の事業所は前年同月比１．８％、５人以上の事業所は同
▲０．７％と減少。５月の消費支出については同▲１６．４％と減少した。

○５月の所定外労働時間数は前年同月比３７．４％増加し、３ヶ月連続で増加に転じた。

20
資料：県統計課「毎月勤労統計調査」「全国・岐阜県の経済指標」



＜経済・雇用の現状（総括）＞
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○製造業は、５月の鉱工業生産指数が前月比▲３．０％と低下。ヒアリングでは、中国や北米向け
の輸出が好調を維持しているとの声があったものの、海運のコンテナ不足や半導体不足、原材料
の高騰など、先行きを懸念する旨の声が聞かれた。

○地場産業は、５月の鉱工業生産指数が、家具や窯業・土石、パルプ・紙で上昇したものの、食料
品や木材・木製品、繊維工業で低下した。ヒアリングでは、お土産やお中元需要が落ち込んでい
るとの声など、需要の落ち込みを指摘する声が聞かれた。

○設備投資は、７－９月期の設備投資実施ＤＩ見通しは前期比▲０．５ポイント低下し、設備投資意
欲ＤＩ見通しは同５．８ポイント上昇した。ヒアリングでは、製造ラインの新設やIT関連の追加投資な
ど、前向きな設備投資の動きが見られたが、ウッドショックにより取引先の設備投資計画に影響が
出ている、との金融機関の声もあった。

○個人消費は、６月の販売額は、ドラッグストアや百貨店・スーパー、コンビニで増加し、家電大型専
門店とホームセンターで減少した。ヒアリングでは、半導体不足により一部家電商品の品薄が続
いているとの声が挙がるなど、半導体不足の影響が個人消費にも影響を与えている。

○観光は、６月下旬までまん延防止等重点措置の対象区域となり、不要不急の外出や県をまたぐ
移動の自粛、イベントの中止、宿泊客に対する酒類の提供停止が要請されたことなどにより、客
数は観光地、宿泊施設ともにコロナ前の前々年同月を下回った。宿泊施設からのヒアリングでは、
７月の４連休を中心に週末の予約に動きが出始めたが、観光目的の宿泊はまだまだ少ない、など
の声があった。

○企業の資金繰りは、６月の制度融資実績は、件数、金額ともに２ヶ月連続で前年同月比で減少し
た。金融機関からのヒアリングでは、取引先は実質無利子無担保融資により当面の運転資金を
調達済みであることや事業自体が停滞しているため、コロナ前と比較して融資の実行が少なくなっ
たとの声が聞かれた。

〇雇用面は、６月の有効求人倍率が１．３９倍と２ヶ月連続で上昇した。ヒアリングでは、定年の延長
や近隣企業の早期退職者を対象とした採用活動など、人材不足を解消する取り組みが聞かれた。


